


















本稿ではまず、横浜ピジンの代表的文字資料である「Exercisesin the Yokohama Dialect 

























（例： babysan, beer sacky, kiren, chobber chobber, jiggy—jig) 
10.日本語に訳された英語のスラング（例： hahdykesan,homura square oh) 
1.日本語？オーストラリアピジンの影轡（例： caberramono) 




























































しく分析する。 7番、 8番、 9番はピジン語の特徴の一つである多義語（カイザー 2010)
だが、元々の日本語の意味は失われていない。また9番は「おはよう」は発音が似てい













4 ambuywo町（塩梅悪い） ilnes 信気）
5 bates侶IJ) other 031J、別の）




7 aboorah（油） buter（バター） oil（油）
kerosene 0:丁油） pomatum（潤滑油）
grease （グリース）






to wish to be(～になりたい）
tobeathome（家にいる）
to arive（着く）





11 oh teror（お寺） church（教会）
12 skoshe,skoshee,skosh （少し） litle（少し）




wony [w面］ わるい [wanui] bad 
bates [beits] べつ ［比図u] others 
coots [ku:ts] くつ [kurtsm] 
shoes 
boots 
4. 1.2 造語（日本語十日本語） （21語）
造語に分類した語は日本語と日本語を組み合わせることによって元々の日本語の意味
とは異なる新しい意味を作り出している。まず 14番、 16番、 23番 sto及び25番、 30
番ではshtoに着目すると、これらの英語表記は 14番がhe（彼）、 his（彼の）、 theirs（彼






















が、開港前の日本人同士では使われていなかったと推測できる。また 31 番のjiggy—jig は




人同士がjiggy—jig や maromaro を使っていたとは考えにくいの芍御吾に分類しに 33 番
のejinsans抽1dan jee tokoro（異人さん＋死んだ＋所）のjeと34番のshindanji ooshie 
abake-mono（死んだ＋牛＋おばけもの）のjiとに着目すると、 eeは「イ」 (ejin＝異人）
なのでjeも「ジ」と読める。また、 jiはローマ字読みで「ジ」と読める。従って、 smn










14 acheerasto （あちら十人） he（彼） his（彼の）
theirs（彼らの）
15 ahmekass（雨＋傘） umbrella（雨傘）
16 ah kye kimmono sto soldier浜士）
（赤い着物十人）
17 atomono（あと＋もの） crupper （しりがい＝馬具）
18 b叩 ubo-yaru a、'badhat''
（べら棒＋やろう） （とんでもない人、間題を起こす人）







24 mattytoky （待って＋時計） stopwatch（ストップウォッチ）
25 sellyshto儘り＋人） auctioneer響人）
26 shiroymono（白い＋もの） starch（でんぷん）
27 tacksan hanash bosan oficiating priest（司教）
（たくさん＋話＋坊さん）
28 tates yakemas 的（揚げる）
（鉄？＋焼けます）
29 tent sam kass umbrella（日傘）
び嘩＋様＋傘）
30 yakkamash shto ambassador伏使、使節）
（やかましい＋人）
31 jiggy—jig （直） to hasten（急いで）
hurry! be quick（早く）
32 maromaro（まわる） to pass（通過する）
to walk（歩く）
to be not at home偲出する）
33 ejin san shin clan jee tokoro foreign cemetery 偲人墓地）
偶人さん＋死んだ＋所）
or bolnn san koorah（坊さん十蔵）


34 I shin c:la!1i ooshie abake-mono ghosts of departed catle 
（死んだ＋牛＋おばけもの） （死んだ牛のおばけ？）
4.2 外国語内包
























35 boto (boat) boat僧介）
36 boy (boy) a servant（召使い）
37 come here (come here) adog因
38 soso (sew) to sew（縫う）
to mend闊う） ormake clothes (ij屈を作る）













40 m紅 C需） horse G馬）










42 champone to mix（混ぜる）
(canpur＝混ぜる）






















46 pan (p函＝パン） bread （パン）
47 amah (ama＝乳母） ＊ nursemaid（了守女、乳母）











49 chapeau (chapeauw＝帽子） hat（帽子）






















52 Bynebai (by and by) by and by（だんだん、徐々 に）
53 chobber chobber (chow chow) food（食べ物、食べる）、 sustenance（食物）
54 nlllllwun (number one) the best（一番）








のdoctorsan(doctor＋さん）のsanローマ字読みで「さん」、 61番のdoradonnyson (dolar 
+donnyson＝だんなさん）の son[SAll］は「さん」に近い発音になるので sanとsonは同じ









項目 起源言語 EYD言己載語徒酋原語） 英語表記（和訳）
番号
56 日本需i十英證｝ baby san (baby十さん） a child（赤ちゃん、子供）
57 日本需i十英證｝ baby san bashaw (baby十さん perambulator（乳母車）
＋馬車）
58 日本霜吾十英需i beer sacky (beer十酒） beer（ビール）
59 日本需i十英證｝ chichiamah foster mother（養母）
（乳十amah)* 
60 日本霜吾十英需i doctorsan (doctor＋さん） physician（医者）
61 日本霜吾十英需i dora donnyson (dollar+ banker（銀行員）
donnyson＝だんなさん）
62 日本需圧＿英證f Kooksan (cook十さん） cook（コック、料理人）
63 日本需圧＿中国語 champone yakemas stew（煮込む）
（チャンポン＋焼けます）
64 日本霜吾十中国語 chichiamah（乳＋阿娼） ＊ foster mother（養母）
65 日本霜吾十中国詰 Nankinsan（南京十さん） Chinaman （中国人）
66 日本霜吾十マレ—詰 fooney high kin serampan nigh a lighthouse釘台）
rosokoo僧甘十拝見＋sarampang
＋ない＋ろうそく）
67 日本證f十ポルトガル chichiamah（乳十ama)* foster mother（養母）
語
68 日本謁臼—芙五哨＋ consul bobbery sto (consul十悼p lawyer（弁護士）
ヒンディー語 re ＋人）






































ントではないであろう。例えば、 ambuy wony arinas? (Is he il?／彼は具合が悪いですか）





















おりに綴った可能性である。 15番のahkye kimmono stoをみると、 ahkyeはEYDに4回
出現しているので、ミスプリントではないであろう。EYDの中でahkyeの英語表記はred
となっているので起源語が「赤い」ということがわかる。 H本語の「赤い」は 1つの単
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